
赤外リモコンの届かないところに便利！赤外リモコンの届かないところに便利！

赤外リモコン中継機　ケース入完成ユニット赤外リモコン中継機　ケース入完成ユニット
【概要】【概要】

赤外リモコンの届かない機器などに赤外リモコンを中継します。赤外リモコンの届かない機器などに赤外リモコンを中継します。ホームシアターや機器ラックをホームシアターや機器ラックを

後ろ側に置いている場合や別売ビデオ送受信機を用いて離れた場所に赤外リモコン信号を送るこ後ろ側に置いている場合や別売ビデオ送受信機を用いて離れた場所に赤外リモコン信号を送るこ

とができます。とができます。ＣＳチューナーや各種リモコン機器に便利に使えます。ＣＳチューナーや各種リモコン機器に便利に使えます。

【外部接続、【外部接続、使用法】使用法】

電源には付属の電源かセンター＋のＤＣ８～１２Ｖをご使用ください。電源には付属の電源かセンター＋のＤＣ８～１２Ｖをご使用ください。接続は下記図を参照ください。接続は下記図を参照ください。

受光部受光部
受信表示ＬＥＤ受信表示ＬＥＤ

再送信再送信

電源電源（ＤＣ８～１２Ｖセンター＋）（ＤＣ８～１２Ｖセンター＋）

付属ケーブル付属ケーブル（約５ｍ）（約５ｍ）

付属ケーブルでの接続付属ケーブルでの接続

送信表示ＬＥＤ送信表示ＬＥＤ

電源は受光ユニットと送光ユニットの両方にありますが、電源は受光ユニットと送光ユニットの両方にありますが、付属ケー付属ケー

ブルで接続する場合は、ブルで接続する場合は、必ずどちらか一方に接続してください。必ずどちらか一方に接続してください。

ケーブル類の接続時には電源を切ってから行ってください。ケーブル類の接続時には電源を切ってから行ってください。

赤外リモコン赤外リモコン

付属ケーブルで長さが足りない場合、付属ケーブルで長さが足りない場合、市市
販の３．販の３．５φステレオ延長ケーブルで延５φステレオ延長ケーブルで延
長することができます。長することができます。 赤外ＬＥＤ赤外ＬＥＤ

ケーブルケーブル

（約３ｍ）（約３ｍ）

リモコン操作によって動作がリモコン操作によって動作が

確認できず危険を伴うことが確認できず危険を伴うことが

予想される用途には絶対に使予想される用途には絶対に使

用しないでください。用しないでください。

ビデオ送信機で送受信する場合ビデオ送信機で送受信する場合

受光部受光部
受信表示ＬＥＤ受信表示ＬＥＤ

送信表示ＬＥＤ送信表示ＬＥＤ

再送信再送信

電源電源（ＤＣ８～１２Ｖセンター＋）（ＤＣ８～１２Ｖセンター＋）

ビデオ送信機などビデオ送信機など

ビデオ受信機などビデオ受信機など

※送受信が不安定な場合は次ページの調※送受信が不安定な場合は次ページの調

整で改善される場合があります。整で改善される場合があります。しかし、しかし、

伝送路の不安定さや、伝送路の不安定さや、送受信機の特性に送受信機の特性に

よっては動作しない場合があります。よっては動作しない場合があります。

受光ユニット、受光ユニット、送光ユニットの両方に電源が必要です。送光ユニットの両方に電源が必要です。本セットには片本セットには片

側の電源しか付属しません。側の電源しか付属しません。別途お求めください。別途お求めください。また、また、送受信機も別送受信機も別

途お求めください。途お求めください。ビデオ信号と同じ規格の信号に変換していますが、ビデオ信号と同じ規格の信号に変換していますが、

同期信号が異なりますので、同期信号が異なりますので、市販のビデオ機器に録画することはできま市販のビデオ機器に録画することはできま

せん。せん。本機はビデオ伝送路を使用して信号を送るものです。本機はビデオ伝送路を使用して信号を送るものです。電波という電波という

性格上、性格上、不安定な状況や波形の変化が生じやすいので、不安定な状況や波形の変化が生じやすいので、動作に関して確動作に関して確

実性が減少しますのでご注意ください。実性が減少しますのでご注意ください。基本的にビデオ伝送路用の信号基本的にビデオ伝送路用の信号

ですが、ですが、特性の良いオーディオ伝送路の場合、特性の良いオーディオ伝送路の場合、使用することができま使用することができま

す。す。ただし、ただし、次ページの、次ページの、調整とジャンパーの設定を変更してください。調整とジャンパーの設定を変更してください。

リモコン操作によって動作がリモコン操作によって動作が

確認できず危険を伴うことが確認できず危険を伴うことが

予想される用途には絶対に使予想される用途には絶対に使

用しないでください。用しないでください。

ビデオ信号伝送路ビデオ信号伝送路

別の電源をご用意ください。別の電源をご用意ください。

電源電源（ＤＣ８～１２Ｖセンター＋）（ＤＣ８～１２Ｖセンター＋）



（（有）有）アールアール・・アイアイ・・エフエフ
〒〒648-0096648-0096
和歌山県橋本市御幸辻７６６－１６和歌山県橋本市御幸辻７６６－１６
ＴＥＬ　０７３６－３３－０４１０ＴＥＬ　０７３６－３３－０４１０
ＦＡＸ　０７３６－３３－０４３０ＦＡＸ　０７３６－３３－０４３０
http://www.rif-jp.com/http://www.rif-jp.com/

【ビデオ送信機などで送受信する場合の調整】【ビデオ送信機などで送受信する場合の調整】
この調整は付属の専用ケーブルで使用する場合、この調整は付属の専用ケーブルで使用する場合、調整の必要はありません。調整の必要はありません。また、また、ジャンパーも変更の必要はありジャンパーも変更の必要はあり
ません。ません。

送光ユニットの中の半固定抵抗を少しずつ右または左に回して調整してくださ送光ユニットの中の半固定抵抗を少しずつ右または左に回して調整してくださ
い。い。図の位置でほぼ合っていますのでほんの少しだけ上下して安定に送光できる図の位置でほぼ合っていますのでほんの少しだけ上下して安定に送光できる
よう調整してください。よう調整してください。このとき右に回しすぎると赤外リモコンの信号を受けてこのとき右に回しすぎると赤外リモコンの信号を受けて
いなくても、いなくても、送信表示ＬＥＤがついたままになりますので右に回しすぎないよう送信表示ＬＥＤがついたままになりますので右に回しすぎないよう
注意してください。注意してください。

ビデオ伝送路を使用する場ビデオ伝送路を使用する場
合の設定。合の設定。（初期設定状態）（初期設定状態）
出力ピンジャックにビデオ出力ピンジャックにビデオ
伝送路で伝送しやすい信号伝送路で伝送しやすい信号
を出力します。を出力します。

オーディオ伝送路を使用すオーディオ伝送路を使用す
る場合の設定。る場合の設定。
出力ピンジャックにオー出力ピンジャックにオー
ディオ伝送路で伝送しやすディオ伝送路で伝送しやす
い信号を出力します。い信号を出力します。

図のように片側のピンに差し込む図のように片側のピンに差し込む 図のように両側のピンに差し込む図のように両側のピンに差し込む

付属のケーブルで接続する場合は調整も変更も必要ありません付属のケーブルで接続する場合は調整も変更も必要ありません

【注意事項】【注意事項】

※動作が確認できず危険が伴うことが予想される用途には絶対に使用しないでください。※動作が確認できず危険が伴うことが予想される用途には絶対に使用しないでください。また、また、伝送路の不安定さ伝送路の不安定さ

などで動作や誤動作が生じることがあることを予めご了解いただき、などで動作や誤動作が生じることがあることを予めご了解いただき、そのようなときに対応できるようにしてご使そのようなときに対応できるようにしてご使

用ください。用ください。

※送受信機などで送受信したり、※送受信機などで送受信したり、専用ケーブルで接続した場合でも、専用ケーブルで接続した場合でも、信号のわずかな変化で動作しなかったり動作信号のわずかな変化で動作しなかったり動作

が不安定になることが考えられます。が不安定になることが考えられます。また、また、赤外リモコンが４０ＫＨｚの信号を用いている場合、赤外リモコンが４０ＫＨｚの信号を用いている場合、送受信距離が極送受信距離が極

端に短くなる場合があります。端に短くなる場合があります。

※３８ＫＨｚのリモコン機器に対応しています。※３８ＫＨｚのリモコン機器に対応しています。リモコン信号の規格、リモコン信号の規格、長さに制限はありませんがすべてのリモコ長さに制限はありませんがすべてのリモコ

ン機器で動作を保証するものではありません。ン機器で動作を保証するものではありません。

※本体は雨や水のかからないよう設置してください。※本体は雨や水のかからないよう設置してください。また、また、受光部に直射日光が当たると感度が低下することがあ受光部に直射日光が当たると感度が低下することがあ

ります。ります。

※内部基板金属部がショートするとほんの一瞬であっても永久破壊することがあります。※内部基板金属部がショートするとほんの一瞬であっても永久破壊することがあります。

※正しい使い方でない場合、※正しい使い方でない場合、充分な動作が期待できない場合があります。充分な動作が期待できない場合があります。動作をよく理解した上、動作をよく理解した上、正しくご使用く正しくご使用く

ださい。ださい。

※本装置を用いて生じるあらゆる不利益も当方ではいっさい保証できませんので予めご了承ください。※本装置を用いて生じるあらゆる不利益も当方ではいっさい保証できませんので予めご了承ください。
赤外受信再送信共通仕様赤外受信再送信共通仕様

電源　２．電源　２．１φＤＣジャック　センター＋　８～１２Ｖ１φＤＣジャック　センター＋　８～１２Ｖ

※※ 有線接続の場合は片側のＢＯＸにのみ電源か必要です。有線接続の場合は片側のＢＯＸにのみ電源か必要です。セットには有線接続用の片側の電源のみ付属します。セットには有線接続用の片側の電源のみ付属します。無線接続の場合は片側の電源をご用意ください。無線接続の場合は片側の電源をご用意ください。

消費電流　１００ｍＡ以下消費電流　１００ｍＡ以下

受光ＢＯＸ入出力受光ＢＯＸ入出力

赤外リモコン信号入力赤外リモコン信号入力（３８ＫＨｚ用）（３８ＫＨｚ用）

　赤外再送信ＢＯＸ用信号　赤外再送信ＢＯＸ用信号

　　ビデオ信号規格に変換した赤外リモコン信号出力　　ビデオ信号規格に変換した赤外リモコン信号出力（ビデオ同期信号は含みません）（ビデオ同期信号は含みません）

再送信ＢＯＸ入出力再送信ＢＯＸ入出力

赤外リモコン信号出力赤外リモコン信号出力（３８ＫＨｚ用）（３８ＫＨｚ用）

　赤外再送信ＢＯＸ用信号　赤外再送信ＢＯＸ用信号

　　ビデオ信号規格に変換した赤外リモコン信号入力　　ビデオ信号規格に変換した赤外リモコン信号入力

受光ＢＯＸ寸法　４０×５５×２０受光ＢＯＸ寸法　４０×５５×２０（突起部含まず）（突起部含まず）

再送信ＢＯＸ寸法　５０×７５×３０再送信ＢＯＸ寸法　５０×７５×３０（突起部含まず）（突起部含まず）

受信再送信距離　各最大７ｍ受信再送信距離　各最大７ｍ（使用状況で異なります。）（使用状況で異なります。）

受信再送信接続ケーブル　約５ｍ受信再送信接続ケーブル　約５ｍ

再送信赤外ＬＥＤケーブル　約３ｍ再送信赤外ＬＥＤケーブル　約３ｍ

※※ 基板基板（送信受信基板各１枚）、（送信受信基板各１枚）、ケーブルのセットにはケースと電源は付属しません。ケーブルのセットにはケースと電源は付属しません。別にご用意ください。別にご用意ください。

※※ 無線送受信にはビデオ送受信機１セットと電源１セットが必要です。無線送受信にはビデオ送受信機１セットと電源１セットが必要です。

※※ ビデオ機器にビデオ信号としてリモコン信号を記録することはできません。ビデオ機器にビデオ信号としてリモコン信号を記録することはできません。

※下図で上側のジャンパーは予備ですので使用していません。※下図で上側のジャンパーは予備ですので使用していません。


